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しょうがい学生支援室「実践！バリアフリー講座」共催プログラム

日時：2015年 7月4日（土）　13：30～ 15：30
会場：立教大学池袋キャンパス　本館1204教室

（1）「聴こえないって、どんなこと？　�
　　─聴覚しょうがい理解と支援の実践─」
講師　野崎　静枝 氏（本学兼任講師「日本手話１−４」担当）
　　　細野　昌子 氏（本学兼任講師「日本手話１−４」担当、筑波技術大学非常勤講師）
　　　岡田　直樹 氏（日本手話通訳士協会）

日時：2015年 10月 10日（土）　13：30～ 16：00
会場：立教大学池袋キャンパス　10号館Ｘ103教室

（2）「車いすにのってみよう！�
　　─車いす利用者理解と支援の実践─」
講師　加藤　裕美子 氏（国立大学法人筑波大学附属桐が丘特別支援学校支援部教諭）
　　　谷川　裕子 氏（国立大学法人筑波大学附属桐が丘特別支援学校支援部教諭）

日時：2015年 11月 14日（土）　13：30～ 15：30
会場：立教大学新座キャンパス　４号館Ｎ422教室

（3）「アイマスクをしてキャンパスを歩いてみよう！�
　　─視覚しょうがい理解と支援の実践─」
講師　岡前　むつみ 氏（東京都立久我山青光学園視覚障害部門指導教諭）
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実践！バリアフリー講座（１）

「聴こえないって、どんなこと？」
野崎　静枝氏
（本学兼任講師「日本手話1−4」担当）
細野　昌子氏
（本学兼任講師「日本手話1−4」担当、

筑波技術大学非常勤講師）
岡田　直樹氏
（日本手話通訳士協会）

聴こえないことって？（講演）

○野崎　「日本手話」の講師をしています野崎と申

します。よろしくお願いします。日本では 2013 年

に手話は言語であるということが認められましたけ

れども、まだ認められたばかりという状況です。

　今日は「聴こえないって、どういうこと？」とい

うテーマでお話をします。これは私の家族の写真で

す。私の娘だけは聞こえますが、他は全員聞こえま

せん。しかしコミュニケーションのバリアというの

があるんですね。バリアって何だろうと思われるか

もしれません。それを一緒に考えていきたいと思い

ます。

　聞こえない人の中でも、手話をコミュニケーショ

ン手段としている人を「ろう者」、基本的には手話

でコミュニケーションをする集団を「デフコミュニ

ティ」と言います。この中にいる私が気づいたこと

は何かというと、聞こえる社会の中で、例えば会議

のとき、私は聞こえないから会議の流れがわからな

いんですね。結果だけを教えられて意見があります

かと聞かれてもわからないわけです。一方、デフコ

ミュニティの中にいると、手話で話が進みますから

流れもよくわかりますね。そうすると自分の意見を

出すということができるわけです。これは言語の違

いということでのバリアがあるということの例でし

た。

　また、デフコミュニティにはいろいろな生活習慣

というものが存在します。例えば皆さんは、人を呼

ぶときに名前を呼んだりしませんか。ろう者の場合

は、手を大きく振って、目を合わせて、あるいは肩

を実際にさわったりして呼びます。

　デフコミュニティの中に「難聴者」というグルー

プがあります。難聴者の定義はいろいろあって、一

言では言えないのですが、聴力は少し残っています。

例えば電話や対面の会話ができる人もいます。手話

を話すことができ、ろう者と一緒に行動する人、一

方で聴者に近いから手話も要らないというような生

活をしている人もいます。

　もう１つ、中途失聴者というグループは、生まれ

たときは聞こえていて成長の途中で突然何らかの理

由で聞こえなくなった人のことです。発音も聞こえ

る人と同じように話せますが、相手が言ったことは

わからないということが起こっています。途中から

聞こえなくなったために、言語としての手話を学ぶ

のは厄介であるという人も多いですね。

　もう１つのグループ、「盲ろう者」という方が全

国で２万人ぐらいいます。見えなくなった後、聞こ

えなくなった人は手話ができません。指点字、点字

を使う人たちが多いです。逆に、後から見えなくなっ

た人もいます。実際そういう人に会ったことがある

んですが、指点字、触手話で会話ができます。

　聴覚しょうがい者というと、「聞こえない」と１

つにまとめて考えるイメージがあるのではないで

しょうか。しかし、実際はコミュニケーション方法

なども含め、さまざまな違いがあります。

　どうしてこういう話をしたかというと、実は私の

家族もいろいろなグループの人がまざっています。

実家の家族構成です。父は聞こえるので手話はでき

ません。母は中途失聴者なので手話があまりうまく

ありません。私は３人姉妹で全員ろう者なので、手

話で楽しく会話ができます。両親は、私たちが手話

で話している内容がわからないと言います。母は、

今は手話を覚えてくれているので、少しずつ通じる

ようになってきたかなと思うんですが、ろう者同士

の会話にはついていけません。やはりコミュニケー

ションバリアがそこにあるわけです。

　結婚後の家族構成です。ほとんど家族はろう者で
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す。息子は難聴者で、１対１では聞くことができ、

音声言語で会話ができます。娘は聞こえるので、内

緒話の場合には息子と娘は口だけで話しているんで

すが、家族全員で集まると手話で会話をしています。

　家族でも実は言語のバリアがあるのです。どうい

うバリアなのか、今からビデオで紹介したいと思い

ます。主人の母と実家の母が、真ん中にいる聴導犬

について話しています。【映像】今の会話にずれが

あったのはおわかりいただけましたか。主人の母が、

「聴導犬だから普通は音を聞いたら体にタッチして

教えてくれるはずなんだけれども、この犬は吠える

だけよね。訓練をしたんだけど足りないんじゃない

か。」それに対して私の母は、「ああ、訓練したから

大丈夫」と言ったわけですね。

　どうしてこういうコミュニケーションのバリアが

できたかというと、日本手話の文法を私の母はまだ

習得していないんです。語彙は同じでも、日本手話

の文法が見えないのでこういうずれが起こっていま

す。

　手話といっても大きく分けると、日本手話と日本

語対応手話の２種類あります。日本語の文法に合わ

せて単語を当てはめているのが日本語対応手話で

す。中途失聴者や難聴者の方々は、話しながら手話

を覚えるほうが覚えやすいということで、日本語対

応手話が多くなっています。でも、デフコミュニ

ティの中では日本手話が自然言語として存在してい

ます。

　この２つは一言で言えば文法が異なるのですが、

イメージがつかみにくいと思いますので、１つ例を

表現したいと思います。私も実際、大学までは手話

が２つあるということを知らなかったんですね。大

学に入ったときに、あるろうの先生と出会いまして、

その手話を見て衝撃を受けたんです。今から、その

先生もやってくれた内容をあらわします。日本語対

応手話の場合は、日本語の文法に即した形で手話の

単語をあらわします。ですから、羅列的な、日本語

の文法に則した形であらわすと、デフコミュニティ

の日本手話を母語とする人はわかりにくいんです

ね。日本手話をやってみますので、ご覧ください。【日

本手話】

初めて見た方も、今の違いに気づいたのではないで

しょうか。日本手話のほうはイメージ、また写像的、

映像的な視覚として見ることができると思います。

私も初めて手話の違いがあることに気づいたとき、

家での母との会話、母が姉妹の会話を読み取れない

のはそこにあったのかということを気づかされまし

た。

　それでは話を変えて、「コーダ」という言葉につ

いてお話をします。コーダは、両親がろうの聞こえ

る子どものことです。今までは、将来、言語を習得

するためには手話ではなく日本語の文法をきちんと

教える必要があると、聴者の祖父母の家に預けて音

声言語を覚えさせるという例が多くありました。そ

うすることによって、手話で充分に話ができないた

め両親と深くコミュニケーションをとれずに育って

しまうコーダが増えたんですね。

　私の娘は６人家族の中で１人だけの聴者です。き

ちんとコミュニケーションができるために手話で教

育をしています。バイリンガルとして手話と日本語

で子供を育てていくという考えです。今、５歳です

けれども、やっと家族全員と会話ができるようにな

りました。ちょっと前までは、保育園で覚えてきた

日本語を手話に置き換えられないので、日本語で話

していて私がうまくそれをつかめなかったというこ

とがありましたけれども、今はそういった支障がな

く会話をできています。家庭内でそういったバリア

コミュニケーションのバリアって何だろう？
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がないということが本来の形だと思っています。

　バリアフリーという言葉が社会にも広がってきて

いますけれども、ろう者の生活の中では、ITの進

歩によりコミュニケーションのバリアが一段と解消

されたということが言えると思います。テレビ電話

は手話で話をすることができますし、Facebook や

メール、ファクス、手紙などで意思疎通を図ること

ができるわけですね。しかし高齢のろう者、機械に

疎いろう者については、まだまだ使いこなせていな

いという実情もあります。いろいろな機器が入って

バリアフリーになれば、しょうがいは不便ではなく

なるという一面も持っています。

　聴覚しょうがいの方への対応方法として、少し知

識として知っていただきたい内容があります。まず

ろう者が相手の場合は、手話という方法が一番ベス

トな方法になると思います。手話ができなくても筆

談という方法があります。ただ、特に高齢の方は、

筆談は第二言語として習得している場合があるの

で、文字としてはわかるけど言いたいことがよくつ

かめないという場合もあります。

　難聴者は、聴力を活用して１対１での会話であれ

ば読み取ってくれる人もいます。けれども、読み取

れない部分もありますので、これは大事だというこ

とは書くこともお勧めします。また、中途失聴者は

しゃべっているので聞こえると誤解されやすいので

すが、実際しゃべれていても相手が言っていること

はわからない方もいますし、書くということが助か

るということです。

　では、この後のロールプレイで使ってほしい手話

単語をお伝えしますので、皆さんも手を動かしてみ

てください。「わかりました」「わかりません」、こ

れは表情が大事ですね。わからない場合には、眉間

に少ししわを寄せるというのがポイントです。

　最後に、今から『ミッキーマウスの魔法使いの弟

子』の劇を即興でやってみますのでご覧ください。

【手話劇】何となくイメージできましたか。目で見

て感じるということ、言語というものを少しわかっ

ていただければうれしく思います。

　一人一人に気遣いがあれば、バリアというものは

なくなって、バリアフリーな社会になっていくので

はないかと思います。では、この大学に在籍してい

るろう学生をご紹介します。

○内山　こんにちは。内山と申します。今はろう者

としてのアイデンティティーを持っていますけれど

も、昔は通常の学校に通っていました。手話を覚え

て楽しくコミュニケーションをとっています。今日

は皆さんに手話も覚えていただけると嬉しいなと

思っています。

○森　こんにちは。森と言います。今日はお集まり

いただいてありがとうございます。一緒に楽しみた

いと思っています。よろしくお願いします。

○野崎　以上です。ご清視ありがとうございました。

ノートテイク体験（実習）
【参加者に耳栓をしてもらった状態で、講師が話を

始める。】

○細野　耳栓を外していただいて結構です。「えっ、

聞こえないわ、何、何、何」という状況で始まった

かと思います。「日本手話」の講義に携わっており

ます細野と申します。

　さて、聴覚しょうがい学生が支援がない中で授業

を受けると、皆様方が今感じていらっしゃるような

中で授業を受けているということになりますね。大

学での一般的な受講スタイルは教員の説明を聞きな

がら、学生がポイントをメモするという形が多いの

ではないでしょうか。では、聴覚しょうがい学生は

どうやって受けたらいいかとなると、大事なのが情

報保障支援になってきます。一般的に高等教育で行

われている情報保障支援というのは、ノートテイク、

パソコンテイク、手話通訳などがあります。本日、

皆様に実践していただくノートテイクというのは、

重要なポイントを簡潔にわかりやすい文章でまとめ

ていくという作業です。

　事前準備から始めていただきたいのですが、全部

書きとめるのはもちろん無理なので、頻出単語の略

字をつくっていただくと大変便利です。例として、
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手話という言葉を書きたい時、「○+手」と書くの

が一般的なのですけれども、丸の中に何かシンボル

を入れていくと、ああここは略字なのだなというふ

うにわかりやすくなるということです。ご自分でわ

かりやすい略字を設定してください。専門用語、固

有名詞も出てきますので、平仮名で書いていただい

て結構です。後で漢字に変換できますので、そこで

悩んでいる時間をむだにしないようにしていただき

たいと思います。

　まず、レジュメに沿ったやり方でノートテイクを

やっていただきます。隣にろう学生がいると想定し

て、その方のために重要なポイントをメモして伝え

ているのだという気持ちを込めてやっていただくと

幸いです。では、始めます。【ノートテイク実践１】

今の設定は、しょうがい学生支援室がしょうがい学

生のニーズを把握してノートテイクを派遣したとい

う状況の中で、聴覚しょうがい学生を支援した形で

す。

　実践２は、教員の理解と配慮も加えた中で授業を

やるとどうなるかということを体験していただきた

いと思います。授業内容の視覚化ということで、パ

ワーポイント資料をたくさん用意してあります。パ

ワーポイントの箇所というのはテイクは不要です

が、ここでスライド何番の説明があったと、番号を

書いた後にノートテイクを続けていくというやり方

をしていただくと、後で整理がつきますね。さあ始

めていきます。【ノートテイク実践２】

パワーポイントを使うやり方は、慣れればやりやす

いのではないかなと思っています。しょうがい学生

支援室、ノートテイカーが連携をしながら、聴覚しょ

うがい学生の学びたい、教員の伝えたいをサポート

していく。この体制が充実化をもたらします。高等

教育への進学とともに、聴覚しょうがい学生の社会

参加あるいは社会進出ということが進んでいること

を考えると、情報保障支援の大切さというものが身

に染みます。

○親松　皆さんがテイクをしていた部分を、こちら

でパソコンテイクしていました。パソコンテイクだ

と 80％位を書くことができ、ノートテイクと比べ

ると情報量が多いというのが見てわかるかと思いま

す。

窓口対応体験（実習）
【学内の窓口に、聴覚しょうがいのある学生が相談

にやってくるという設定でロールプレイを行う。参

加学生が質問（用件）をもち、窓口担当役の教職員

に相談をする。音声でのコミュニケーションを使わ

ずに対応し、お互いに必要な情報を伝え合い問題を

解決できるのかを実習。終了後、グループごとに振

り返りを行った。】

○親松　私たちのグループはこんなふうにして解決

しましたとか、こんなことが難しかったですという

のを発表していただきたいと思います。

○職員　二人の学生を対応しましたが、パソコンテ

イクのサポートを日頃からしている学生とは、普段、

聴覚しょうがいの学生とふれ合うことがあったり、

片言の手話とか指文字ができていて、それを私もわ

かったので、スムーズにいけました。初心者の学生

とは、なかなかお互いに通じなくて工夫が必要だな

という極端な例が見られました。

○学生　ところどころに手話を使うことで、相手に

コミュニケーションとして円滑になるというか、筆

談だけだと伝わらない感謝の気持ちとかが、手話の

ほうが伝わるような気がしました。

ノートテイクをやってみよう
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○親松　先ほど学んだ「お待ちください」や「あり

がとうございます」という手話が見えましたね。簡

単な手話でも通じることで、より相手の言いたいこ

とが伝わるという経験ができたのではないかなと思

います。また、筆談なら確実な情報を伝えることが

できるので大事であるということはわかっていただ

けたかなと思います。

　では、見ていてどのように感じたか、内山くんの

感想をお願いします。

○内山　聞こえる人同士で話をしているときには普

通の表情なのですけれども、筆談のときに、声がな

い世界に慣れていないのか暗い表情をしていたの

で、そこはもう少し明るく笑顔を見せてくれると、

嬉しいです。また、アイコンタクトをしているグルー

プもありましたが、筆談をしているときにはどうし

ても視線は落ちるのですけれども、表情が見えない

と不安になることもあるので、伝わっているかどう

かの確認の際にアイコンタクトで目を合わすという

ことは、大事なことだと思います。

○親松　ろう学生からの貴重な意見でしたね。皆さ

ん話すときに下を向かずに、ぜひにこやかに話して

もらえたらいいなと思います。ブギーボードという

もの（筆談用具）が学内の各部署の窓口に置いてあ

ります。付属のペンで画面に書くことができ、ボタ

ンを押すと書いたものが消えるという仕組みになっ

ています。これは便利だと思うので、気づかなかっ

た人、今まで使ったことのない人はぜひ学内のいろ

いろなところに行ったときに確認してみたり、使っ

てください。

　また、合図のときに電気を消しましたが、たくさ

んの人がいる中で聴覚しょうがいの方の注目を得る

ときの方法の１つです。皆さんもぜひ覚えておいて

ほしいなと思います。あとは、掲示をするというこ

とも大事になります。職員の方はぜひ、声で一生懸

命伝えるだけではなく掲示をしてあげるということ

にも意識して取り組んでいただけたらなと思いま

す。学生の皆さんも、アルバイト先や社会に出たと

きに、聴覚しょうがいの方への対応というのがきっ

とあると思います。そのときには、ぜひ今日の講座

で学んだことを役立ててもらえたら嬉しいと思いま

す。

実践！バリアフリー講座（2）

「車いすにのってみよう！」
加藤裕美子氏・谷川裕子氏
（国立大学法人筑波大学附属
� 桐が丘特別支援学校支援部教諭）

車いす体験
○加藤　板橋区にあります筑波大学附属桐が丘特別

支援学校の教員をしております、加藤と谷川です。

本日はよろしくお願いします。筑波大学附属桐が丘

特別支援学校は小学生から高校生まで、体の不自由

な児童生徒が通う学校です。

　介助といっても簡単かなと思われるかと思いま

す。けれども、これから実際に車いすに乗られてそ

れを体験すると、簡単だと思っていた車いすの操作

がこんなに大変なんだとか、どのタイミングでどう

伝えて教えてもらったらいいのかとか、介助する側

も今手を出していいんだろうかと感じられると思い

ます。そのあたり、実際に経験することによって、

介助される側と介助する側の感覚のズレが出てくる

かと思うんです。今日はそのズレを感じて、これか

ら色々なことで支援をするためのきっかけをちょっ

と考えていただける機会になればいいなと思ってお

ります。

コミュニケーションの取り方を工夫しよう
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　画面に表示されているとおり、色々なタイプの車

いすがあります。車いすは単なる移動手段ではない

んですね。生活に密着したものなんです。この車い

すに乗りながら、休憩をしたり、勉強したり、食事

をしたり、色々なことに使うんですね。今日使う車

いすはハンドリムという自走式の車いすで、主に移

動用です。車いすもカラフルなものがあり、年々軽

量化されてきて操作がすごく楽になり、用途によっ

て色々な形状のものを使います。例えば、背もたれ

の厚さ、硬さです。形状、座面も、使われる方の体

格とか、それからお子さんですと体の成長に合わせ

て色々な形で作られています。スポーツ用、アスリー

トの方もこういうタイプのものを使われています。

簡易式の電動の車いすもあります。簡易式といって

も大体 30キロ、40キロあるんです。電動車いすは

100キロ近くのものもあるんですね。座面を自分で

高くしたり低くしたりというようなことも、スイッ

チ１つでできるというものが最近はよく出ていま

す。

　車いすで外に出た時の注意点を幾つか申し上げ

ます。よく事故であるのは、ブレーキのかけ忘れ。

乗り降りする時には必ずブレーキを忘れないでく

ださい。乗る時にスッと簡単に動いてしまいます。

今は駅のホームもだいぶ安全になっていますけど、

ちょっと斜めだとスーッと動いてしまいます。です

ので、止まったら必ずブレーキを忘れずにお願いし

ます。それと一生懸命介助をすると、遠くの方を見

ちゃうんです。外に行くと色々なものが視界に入っ

てきます。そちらに目が行っていると、前の方が急

に止まっちゃうとぶつかったりするんです。足台が

目に入らないので。だから足の先が壁や、色々なと

ころにぶつかって周りの方もけがさせてしまう。で

すので、足先、前との距離を必ず考えて走行してい

ただく。あとこれから外に出たときに、なるべく最

初は自分で操作して頑張っていただきたいのです

が、途中から介助を積極的に頼んでくださいと切り

替えます。頼まれた方は、一生懸命介助しちゃうん

ですね。するとどういうことが起きるかというと、

何も言わないでフッと進んじゃうんですね。乗って

いる人は急に動いたらどんな感じだろう、予期せぬ

ときにキュッと止まったらどうなるか。決してス

ピードは出さない、急に止まらない、急に進まない

というあたりをちょっと頭の隅に置いていただい

て、キャンパスに出てみたいと思います。

【二人一組になりキャンパスの中を車いす実習】

○谷川　実習はいかがでしたでしょうか。やっぱり

押しているとどうしても、前に乗っている方がいる

から、足元って本当に見えないんですね。私も街に

子どもたちと一緒に行っては、前の人に車いすの足

台をダーッとぶつけ「痛ーい」とか言われたりもす

るんです。そういう体験もしていただけて、色々実

感していただいたと思います。扉１つにしても、食

堂のところは狭かったですよね。片方開いただけ

じゃ通れない。ふだんは閉まっている方も開けても

らわないと通れなかったり、あと扉が重かったりと

か、色々実感されたと思います。ぜひ「開けましょ

うか」とお声かけして、一呼吸おいて開けていただ

くと、多分お互いに気持ちいいかなと思います。意

外に車いすに乗るのは大変で、雨が降っていたり、

それから今、下がコンクリートだったり舗装された

道が土になるとまた違うということを、何かの機会

に体験していただけたらいいかなと思います。

目に見えない特性
〇谷川　肢体不自由なので色々不便はあるのです

車いすを使って説明
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が、ある意味個性ととらえています。私も働く前

は、しょうがいということを聞くだけですごく緊張

して、どうやって接しようかという思いがあったん

です。ただ、お互いにコミュニケーションをとって、

わかり合おうと思うだけでも全然違うと思います。

なので、やってあげようという気持ちがあった時は

ぜひ声をかけて、「手伝いましょうか」とコミュニ

ケーションをとっていただければいいのかなと思い

ます。お互い、「知らない」「えー、どうしよう」だ

けで終わってしまうのはすごくもったいないことだ

と常々感じています。

　肢体不自由は、手足を使うのが不自由だというだ

けではありません。感覚的な鈍さ、触った時の感覚

とか足の感覚とかが鈍い方。それから逆に感覚が過

敏で、揺れる感覚がものすごく敏感だったり、あと

は大きな音にものすごく敏感という方。感覚という

ものに、こういった特徴を持った方もいます。あと

私たちは「緊張が強い」という言葉を使うんですけ

ど、私たちは緊張しないと筋肉を使えません。です

が私たちが鉛筆で何かを書く時など、そんなに肩に

力を入れたり、指先に力は入っていないと思うんで

すね。肢体不自由で脳性麻痺の方には、普通に書い

ているように思えますが、よく見ると肩がちょっと

上がって、肩にものすごい緊張が入っていたりとか、

人差し指と親指とものすごい力を込めて書いたりと

色々なところに緊張というか力を入れて使っている

方がかなり多いのかなと思います。だから意外にで

きているようで、色々なところに無理をしながら体

の筋肉を使っているという特徴があります。それか

ら動きが分離していない。歩いている方というのは、

左右の足が交互に出せるんですけど、これが左右ど

うしても一緒に出てしまうような。色々なところが

分離していなくて、右手を動かそうとすると左手も

動いてしまうというような特徴があります。ここで

少し実習をしたいと思います。

【いすから立ち上がる時におでこに指を置かれると、

立ち上がりにくいということを二人一組で体験】

　私たちが立ち上がる時は前に重心がくるんです

ね。かかとの方からつま先の方に重心がきて、ぐっ

と背を立てて立ち上がるんです。だから、おでこを

押されると前に重心が行かないので、なかなか立ち

上がれないということになると思います。介助する

時も、自分がどのような形で立ち上がっているのか

を考えながら介助していただくと、多分やっている

側は楽だし、介助されている側も介助を気持ちよく

受けいれてもらえるかなと。だから立ち上がる時も

いきなり真っ直ぐ、ぐっと立たせるよりは、少し体

の重心を移動させてあげながら立ち上がらせる、そ

ういうことを考えながら介助する。ちょっとした、

私たちが何げなくやっている動作なんですけれど

も、そういう細かな重心の移動だったり動きがあっ

てできているということも、ちょっと考えながら介

助をしていただけるといいのかなと考えています。

　しょうがいがある方は、一つ一つの動作にすごく

時間もかかります。それから、同時に同じ、何かを

やりながら何かというのがなかなかできなかったり

します。私は今小学５年生、６年生の体育の授業を

持っていて、ちょうどリレーの練習を昨日しました。

バトンパスって、走りながら受け取るんですよね。

これがなかなかできません。彼らはもらうときに

は、きちんと車いすを止めてもらう。そうやらない

とやっぱりできない。そういう特徴があります。何

かをやる時には、一つ一つの動作に私たちが考える

以上に時間がかかる。そのため１日色々なことがあ

ると、常に何かに追われているような感じで、忙し

声を掛け合って慎重に
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ければ忙しいほど追われているような感じがしてい

ると思います。それから、動作そのものにすごく時

間がかかる、緊張も入る、感覚的なものもある。そ

ういう意味で、声をかけても聞けていないという時

があるんですね。決して無視をしているわけではな

いんですけれども、何かをしている時に声をかけて

も、返答するまでに動作が移れない、または声が入っ

てこない、そういう特徴があります。何かをやって

いる時、親切に声をかけてやってあげようかなと話

しかけても返ってこない時は、もう一度声をかけて

ということをしてくれるといいのかなと思います。

　介助で大切なのは、１つは言葉によるコミュニ

ケーション。階段を持ち上げる時も、いきなり無言

で持ち上げるよりは、「今から上がりますよ」と声

かけてもらった方が、多分怖くなかったと思います。

もう一つ、介助に必要な、感覚によるコミュニケー

ション、触れるというのも１つの方法ですので、そ

のことにふれたいと思います。

【左右の指を交互に重ね、腕をねじった状態で、動

かす指を口頭で指示されること、触れて指示をされ

ることを比較する体験】

　言葉だけで体を動かせる方もいらっしゃるんです

けれども、でも言葉とともに触れてもらう触覚があ

ると、すごく動かしやすくなったと思います。ちょ

んと触るよりも、指をなぞってもらうとより感覚が

はっきりするのでそういう触れ方。多分、あまり触

れられるのが嫌な方もいらっしゃるので、それは

お互い聞いていただきたいと思うんですけれども、

はっきり触れてもらうとよりわかりやすくなると思

います。言葉とともにそういう感覚というものも、

介助するときに相手とのコミュニケーションで使っ

ていただければと思います。

　筑波大学のホームページから、大学内で支援が必

要な場合について抜粋しました。まず普通、車いす

の後ろにカバンがかかっていて、カバンを机の上に

置いてということができなかったりします。中から

何か１つだけを出すというのが難しかったりするの

で、まず全部出してしまう。出し入れにすごく時間

がかかる。それから先ほど食堂で、いすを出すとい

うのが結構大変だったと思いますが、ああいうもの

の難しさ。それからやっぱり物を落とした時の物を

拾うときの難しさや、紙類の扱いの難しさというの

は授業の場面にあると思います。それから移動です

ね。坂道、段差は想像がつくと思います。雨水の排

水溝にはまったらまず抜けられませんので、そう

いった時は声かけしていただければいいのかな。そ

れからやはり荷物が多い時の持ち運び、それから晴

れている時はいいんですが、雨天時のレインコート

の着脱。これも彼らにとっては難しいものと思いま

す。また、ちょっとした移動の時、彼らは傘をさす

のは難しいので、そういう時に傘をさしかけるとい

うちょっとした気遣いだけでも、彼らにとっては助

かることになります。それから校外になりますが、

道路は水はけがいいように傾斜しているんです。歩

道のところに白線しかない道路で、車に気をつけな

がら、人混みを抜けて移動するというのはものすご

く緊張することみたいです。道路の傾斜、ふだん私

たちが歩いていて、歩道が傾斜しているなんて、気

がつかなかったんですけれども結構傾斜していま

す。また、図書館で文献検索、コピーとかのお手伝

いというのはとても助かることだろうと感じていま

す。

　あとは災害ですね。多分エレベーターが止まって、

そういう時の車いすでの階段の移動の仕方。それか

ら、地震の時は机の下に潜りなさいというんですけ

ども、車いすからおりて机の下にすぐ潜れるようで

あれば、大体車いすなんか使っていない子だと思い

ます。そういう時に頭を守る本でも手渡すなど、頭

を守るための手助けということを、考えていただけ

るといいのかなと思います。

大学での生活
○西村　立教大学コミュニティ福祉学部福祉学科１

年の西村と申します。私は生まれつき足にしょうが

いがありまして、現在は装具と呼ばれる、歩行を補

助するものを履いて生活しています。大学生活では、
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登下校はクラッチと言われる杖をついて歩いていま

すが、キャンパスは広いので車いすを使用して授業

などに間に合うように生活しています。新座キャン

パスはエレベーターが広いので、車椅子でも乗れる

場合も多いですが、時と場合によって、人数が多い

と乗れないこともあります。しかし、歩行ですと床

が滑ってしまうことがあり、そのような時は危険な

思いをすることもあります。車いすに乗っていても、

やはり側溝や小さな段差、傾斜などは、不安定な為

に怖さを感じます。特に私は電車にも乗りますので、

ホームの傾斜やホームと電車の隙間等、そのような

部分に関しては、怖さを感じたことがあります。ま

た道路の傾斜がありますので、車いすでも杖で歩行

をするにも、身体が斜めになってしまうのでバラン

スがとりづらいということがあります。電車の段差

も同様ですが、バスにはワンステップやノンステッ

プバスがあり、高さがある為、介助をして頂かない

といけないという面があります。また、車いすに乗っ

ていても、杖で歩く時も感じるのですが、小さな障

害は見えないので非常に危ないということもありま

す。現在は学内で移動サポートを頼んでいるので、

自分自身も過ごしやすく生活しています。また、登

下校では、現在は朝、電車とバスに乗りますが、混

雑するので、時間に遅れないように早めに出ていま

す。高校時代も電車とバス通学だったのですけれど

も、自宅を早めに出て、皆さんがいないような時間

帯で、朝も６時ぐらいの電車に乗る等、工夫をしな

がら生活をしていました。

○加藤　まわりに依頼しなくてもそんな困らないよ

うに、いつも早目早目にスタートされて準備されて

いるんですね。先ほど皆さんに車いす操作の体験

をしていただいて、介助という面ではいかがだっ

たでしょうか。私は何回も、「無理なさらないでく

ださいね、どんどん頼んでください」と声をおかけ

しました。頼むって意外と難しくないですか。自分

が車いすの身になってみると、何かぎりぎり頑張っ

ちゃう。ぎりぎり頑張っちゃうと、時間をかけれ

ば、ゆっくり１人でもできるんです。だけど学校生

活を送るためには、流れに乗っていかなきゃいけな

い。食堂なんかでもそうですね。沢山人が並んでい

て、前にも後ろにも沢山。いっぱい人がいてどこに

座ろうかな、そういう状況かもしれない。その時に、

「あそこに座りたいんですけど、椅子よけてもらえ

ますか」となかなか言えないですよね。ですので、

ちょっとした介助でスムーズになる場合も多いんで

す。一生懸命自分でやろうとしてやっているところ

に、「やりましょう」と声をかけたら逆に悪いかな

と思っちゃうところもあると思うんです。でも、食

堂で混んでいて大変な時に一人で水をくんで、これ

はちょっとしんどそうだなと思った時は、積極的に

「やりましょうか」とか声をかけてください。なか

なか依頼するって当事者になると難しいんじゃない

かな、なんて私は思うんですよね。とても頑張り屋

さんで、「大丈夫です」ってすぐ言っちゃうんです。

文化祭の時、みんな立って舞台を見ていたところ、

後ろから高校生が来たんです。その時に気がついて、

サーッと位置をずらしてくださる方もいらっしゃる

んです。そうすると、その高校生何と言ったかとい

うと、「大丈夫です」と答えたんです。「大丈夫です」

と答えられたら、「そうですかー」と言って元に戻

る人もいるんです。逆に、そう言われたけど、ちょっ

と見えるようにどうぞと配慮してくださる方もいる

んです。だから「大丈夫です」というその言葉は

結構曲者で、「大丈夫です」と言われてもどうかな、

とちょっと踏み込んで考えていただけるといいと思

車椅子での学生生活
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います。それから、今日の実習の中で、とっても頼

み上手な方もいらっしゃいましたね。「あれやって

くださーい」って。「ありがとー」なんて言えてい

る方もいらっしゃって、ああこういうふうにコミュ

ニケーションをとれれば、初対面であっても知らな

い方同士であってもすごく介助もしやすい。介助者

だけじゃなくて、今日は介助される側も体験してい

ただいたので、そのあたりは少し歩み寄っていける

のかなと思いました。

実践！バリアフリー講座（3）

「アイマスクをしてキャンパスを歩いてみ
よう！」
岡前　むつみ氏
（東京都立久我山青光学園視覚障害部門指導教諭）

視覚しょうがいについて
○大島　立教大学コミュニティ福祉学部コミュニ

ティ政策学科１年の大島です。今私は、右目は全く

見えない状態で、左目は光が少しわかったり、影が

わかったりするぐらいの視力です。だから、例えば

前から人が来たときに、誰か来たなというのはわか

るのですが顔は見えないので、基本的に声などで判

断しています。

　慣れているところは平気ですが、やはり初めて行

くところは一番不安で、点字ブロックなどがあれば

伝って歩けるのですが、全くないと、どこに行って

いいかわからないときがよくあります。また、点字

ブロックがあっても、先に何かがあることはわかる

のですが、それが何なのかは全く情報が入ってこな

いので、どっちに行ったら目的地があるのかわかり

ません。私は一人で遠くに出かけるのが好きなので

すが、現地に行くと必ず迷います。迷ったときは、

探検するのも結構好きなので、まず自分で歩いてみ

るようにします。それでもどっちに行ったらいいか

わからないときは、人に聞きます。人に聞くのは私

たちにとってすごく大切なことで、例えば無人駅だ

と、降りた瞬間に何をしていいかわからなくなって

しまいます。

　あとよく困るのがトイレです。最近駅のトイレで

は音声案内などもあるのですが、ないときは人に聞

きます。少しずつ音声案内も増えてきていますが、

白杖と点字ブロックとまわりの音だけではどうして

も情報に限りがあるので、そういうときは人に聞き

ます。

　普通に歩いているときは基本的に大丈夫だと思う

のですが、困ると同じ場所をぐるぐる回ってしまう

ときがあるので、もしそんな様子を見かけたら、声

をかけてもらえるとすごく嬉しいです。声をかける

ときには肩を叩くなどだけではなく、一緒に声も発

してくれると助かります。肩を叩くだけだと、誰が

話しかけてくれたかわからないし、逆に声だけの場

合は、自分に話しかけられているのかわからないと

きがあります。もし困っていたらお願いをするので、

後ほど移動の介助の体験もすると思うのですが、肘

をつかませてもらって誘導してもらえると、とても

ありがたいです。

　あとは普段スマートフォンを使用しているのです

が、移動するときに便利なアプリを使うこともあり

ます。目的地を登録してその方向に向けるとスマー

トフォンが震えるので、どの角を曲がればいいのか

見当がつくというアプリです。

○岡前　今日は、視覚しょうがいのこと、一緒に歩

くときどんなところに気をつけたらいいか、楽しく

歩くにはどうしたらいいか、ということを知ってい

ただければと思います。

「気軽に接してほしいです！」（大島）
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　皆さんの中に裸眼で視力0.1以下の方はいますか。

その中で、コンタクトレンズや眼鏡をしても 0.1 ぐ

らいで矯正できていないという方はいませんよね。

視覚しょうがいというのは、そういう矯正ができな

かったり、治療によって短期で回復するということ

がない方々のことをいいます。

　視覚しょうがいの方は全員が全く見えない、点字

しか使っていない、というわけではありせん。主に

点字を活用している方を全盲、主に皆さんと同じ普

通文字（墨字）を活用している方を弱視といいます。

光・影や、誰かがいることはわかるというような見

え方の方もいれば、明るい・暗いしかわからない方

もいたり、部分的なところだけなら見えるという方

もいます。そのような、一人一人見え方が違うとい

うことも知っていただければと思います。

　弱視の方の見え方ですが、ピントが合っていない

ような状態で見えていたり、すりガラスのようなと

ころから覗いているように見えていたり、振とう状

態といって、本などを左右に振って見ているように

見えていたり、という方もいます。

　弱視の方の見やすい文字は、一人一人違いはある

のですが、基本的には同じ太さの文字が見やすいで

す。太い部分と細い部分がある教科書体は、細い部

分が消えそうになり見えにくいです。それ以外にも、

白黒を反転すると光の反射が少なくて見やすかった

りします。ただ、何でも白黒を反転すればいいとい

うわけではなく、黄色の背景に黒い文字、青い背景

に黄色い文字など、人によって何色の背景で何色の

文字が見やすいかは違います。なので、パソコンな

どを使うときに、自分が見やすい色の設定に変えて

いる方が多いです。

　視覚しょうがいといえば、きっと皆さんが知って

いるのは白杖・点字・盲導犬などだと思いますが、

全盲の方でも、弱視の方でも、スマートフォンやパ

ソコンなどの情報機器を使用している方もいます。

アイマスクをして折り紙体験
　視覚しょうがいの方とのコミュニケーションで

は、どのように話しかけたらいいでしょう。わかり

やすい言葉、わかりやすい言葉の量、わかりやすい

速さ。わかりやすい速さは、人によって異なったり

もします。また、相手の年齢などにあった言葉遣い

をお願いします。

　言葉で一番わかりにくいのは、「あっち」「こっち」

「そっち」「どっち」です。「そこ折って」と言われても、

視覚しょうがいの方はどこかわかりません。あとで

介助歩行の体験もしますが、位置や方向を表す言葉

を使うといいと思います。相手が向いているほうを

12時としたら、「３時の方向に曲がってください」

とか。「手前」「奥」「右」「左」など、わかりやすい

言葉を使ってください。ただしこれが全部折り紙の

説明に使えるとは限りません。

　では、折り紙を折る方はアイマスクをしてくださ

い。説明する方に折り方の紙を配ります。説明を始

める前に何を折るか伝えるとわかりやすいのです

が、聞くと折り方を想像できてしまいますので、今

回の体験では伝えないでください。

【二人一組になり、一人がアイマスクをして折り紙

をする、もう一人が折り方の説明をする】

○岡前　説明する方が自分の中でイメージできてい

ないと難しいですよね。「平行」「垂直」などの言葉

を使って説明をするとわかりやすいです。「ここを

もうちょっと深く折って」と言われるより、「さっ

きつけた折り目と平行になるように」とか、「さっ

きつけた折り目のところに合わせて折って」と言わ

れるとわかりやすいと思います。

アイマスクをして歩行体験
　白杖には、簡単に３つの役割があります。１つ目

はシンボル。視覚しょうがい者ですということを知

らせるシンボルとしての役割。２つ目は、路面や方

向の情報を得る、皆さんの目や手の役割ですね。３

つ目は、万が一何かに当たっても白杖のほうが車の

バンパーと同じような役割をして身を守ってくれ

る、という役割です。

　では、白杖の種類です。折りたたみ式のもの、折
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りたためない真っ直ぐの直杖、スライド式のものな

どがありますが、だいたい初めに使用するのは情報

が伝わりやすい直杖で、だんだん折りたたみ式に

なっていきます。構造は、黒い持つところをグリッ

プ、白いところをシャフトといいます。杖の先端の

部分を石突（チップ）といいます。チップにはいろ

いろあって、ノーマルなレギュラーチップ、ローラー

のように動くローラーチップなど、それぞれ使いや

すさがあるので、選んでいきます。チップは路面を

触るため、すり減ってきたら取り替えます。長さは

だいたい使っている方の脇の下かみぞおちぐらいの

長さとなっています。伸ばしたときに３歩先ぐらい

を触っていられるような長さです。

　次に、点字ブロックについて。縦長の線状の突起

がついている点字ブロックがありますよね。これは

「誘導ブロック」で、線の先の方向に進めることを示

します。点状の突起があるのは「警告ブロック」と

いって、危険性のある場所であることを示し、階段

を上がったところや、駅のホームに貼ってあります。

ホームの警告ブロックは電車側ではないほうに１本

ラインが入ってわかりやすくなっていたりもします。

また、町中で黄色い点字ブロックが多いわけは、視

覚しょうがいの方で少し色が見える方の場合、黒い

道路の路面に黄色い線だとわかりやすいからです。

　あとはメンタルマップといって、例えば大島さん

の頭の中には、どう歩いていけばどこの教室に着け

るという大学の構造が入っています。皆さんが目で

見てすることを頭の中で、目印や距離感、音の響き

などをつかんで歩いていっています。

　よく町中で見る介助の仕方は２つあります。１つ

は、介助する方が視覚しょうがいの方を後ろから軽

く押す方法で、もう１つは、介助する方が前に出て

視覚しょうがいの方が少し後ろを歩く方法です。視

覚しょうがいの方も安心して歩くためには、どちら

がいいでしょうか。答えは、廊下で体験していただ

いて出したいと思います。

　介助者がいるとどんなことがいいかというと、や

はり安心、安全です。もう１つは、行く方向や場所

がわからなくなったときに、必ずわかるという安心

感があります。ただし、お互い緊張して疲れないよ

うな歩き方ができるといいと思っています。

【二人一組になり、介助する人がアイマスクをした

人を後ろから軽く押す方法で介助歩行をする】

○岡前　この方法だと、後ろが重心になっていくと

思います。これで階段や電車の乗り降りを考えると、

怖いですよね。なので、これから行っていただく方

法のほうが、お互いに安全で信頼関係をもって歩け

ます。

　では、介助する方が半歩か１歩ぐらい前を歩いて

ください。アイマスクをした方はひじを持つ、また

は身長差がある場合は、肩などを軽く触って歩いて

ください。並んで手をつないで歩くと、介助の方が

危ないと思って止まった瞬間に、視覚しょうがいの

方は１歩出てしまうことが多いです。車にぶつかっ

たり、壁にぶつかったり、穴に落ちたり、などの危

険があります。

【二人一組になり、介助する人がアイマスクをした

人の少し前を歩く方法で介助歩行をする】

○岡前　「ペースはどうですか」「大丈夫ですよ」な

ど声をかけている方が多かったです。そのように会

話をしながら歩くといいですね。私が「介助するほ

うの手はぶらんと下げてください」と言ったのは、

楽に長く介助を続けられるということもあります

が、緊張していればいるほど情報が伝わりにくくな

るからです。リラックスして歩いてください。また、

講師のアドバイスを受け、折り方を説明中
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介助歩行をするときは「どちらに曲がります」とか、

できたら「N422 の部屋の前を通っています」など

今いる場所の情報を伝えてください。

　あと、このあとの体験では壁を伝って一人で歩く

こともあります。そのときは、顔や頭からぶつかっ

たら危ないので、必ず自分の体より前に手を出して

ください。手から情報が伝わってきます。

　どうしても困ったときには「わからないので教え

てください」など、声を発してください。アイマス

クをしていない方は、ペアの方がすごく困っていて

声をかけられないみたいだと思ったら、「何かお手

伝いすることはありますか」と声をかけてもらいた

いと思います。周りにたくさん人がいるので、相手

の肩などを叩きながら言ってください。

【二人一組になり、４号館２階の廊下を、一人がア

イマスクをして一周し、もう一人がペアの近くで見

守ったり必要に応じて声をかけたりする】

○岡前　皆さん優しいので、アイマスクをしたペア

が困っていそうなときに声をかけていましたけれど

も、視覚しょうがいの方が歩いていて危ないなと

思ったら、例えば「前に柱がありますよ」と声をか

けるといいと思います。視覚しょうがいの方が困っ

ているかどうかについては先ほど大島さんが言って

いましたが、同じところを回ったり、途方に暮れて

いるような様子だったり、不安な様子だったりした

場合に、「何かお手伝いすることはありますか」と

声をかけてもらいたいと思います。他のしょうがい

の方も同じだと思いますが、雑踏の中にぽつんと置

いていかれると、方向感覚がわからなくなったりし

ていくからです。

　あとは、体験で歩いてわかったと思いますが、ト

イレの入り口のドアがなかったですよね。そういう

ところを初めて歩くときは、トイレの入り口なの

か、教室が開いているのか、わかりにくいというこ

とを、今日体験したことで覚えていただけたらと思

います。

　視覚しょうがいの方は、以前歩いたときはなかっ

た荷物などに町中で引っかかるということがありま

す。点字ブロックの上に自転車や荷物が置いてある

ことがありますが、そういうものがないように気を

つけてもらえると、視覚しょうがいの方が安全に歩

けると思います。

○大島　やはり見えているのと見えていないので

は、全く違います。例えば、実際に教室のドアの脇

にある掲示板に画鋲があって、そこに触って画鋲が

取れてしまったこともあるので、そういう些細なと

ころのバリアフリーも考えていただければ嬉しいで

す。

　個人差もあるのですが、介助するときは、あまり

気を遣わなくてもいいのかなと思います。誘導して

もらうほうも緊張してしまうし、特に友達などの場

合は、そんなに緊張していると長い付き合いもでき

ないので。私が友達に普段誘導してもらうときは、

信号が赤になりそうで走ったりするぐらいです。安

全を確保してくれるぐらいでいいので、気を遣いす

ぎないことを少し意識していただけるとありがたい

です。

○岡前　視覚しょうがいの方も、皆さんと同じです。

たとえば、背の低い方が高いところにあるものを取

れなくて、背の高い誰かに頼んだりするのと同じで

す。みんなお互い楽しく、歩いていて疲れることが

ないように、一緒にいろいろな会話をしながら歩い

てもらえればいいと思います。視覚しょうがいの方

に声をかけて一緒に歩いてみる機会を、１回でも多

くしていただけたらなと思います。

声かけがないと、どこにいるかわからない


